
薬局生き残りのヒント1 ～門前薬局経営から地域薬局の時代へ～

薬局生き残りのヒント２ ～健康相談ステーションへの期待～

薬局生き残りのヒント３ ～避けては通れない在宅～

「患者のための薬局ビジョン」に沿った地道な取り組みが生存への道
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「病院で診療を受けるまでもないけど、近場で相談にのってもらえたら…」→薬局ビジョン
“より患者さんの暮らしに近い薬局”に勝機がやってきます。

身近な健康ステーションとしての役割を果たす薬局の需要は今後ますます高まります。

これからの薬局には服薬フォローや地域支援体制の強化が求められます。

今後の調剤薬局は、「患者のための薬局ビジョン」に沿い、かかりつけ薬局や健康サポート
薬局としての機能を強化し、調剤業務と同時に在宅訪問や健康サポート業務を進め、地域
医療に貢献する経営にシフトしなければなりません。
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を基に、栄養ケアサポート薬局/事業を説明します
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